
                                                                                                     

 

 

報 道 資 料 

 

平成 22 年 10月 5日  

 

 

ドイツ・イギリスにおける幹部国家公務員人事に関する 
パネル･ディスカッションの開催について 

 
 

 

人事院は、ドイツからアンドレアス･シュルツ連邦内務省公務員局局長常任代理を、

イギリスからジャネット･パラスケバ人事委員会委員長を招聘し、ドイツ及びイギリ

スにおける幹部国家公務員の選考過程、政治的中立性の確保及びその運用等に関する

パネル・ディスカッションを、日本行政学会と共催で、以下のとおり開催します。 

 

 

 

１．主催 

  人事院、日本行政学会 

 

２．日時   

  平成２２年１１月１６日（火）１６：００～１９：００ 

（受付開始 １５：３０） 

 

３．場所 

   人事院大会議室（合同庁舎５号館別館 ８階） 

  （住所：〒100-8913 東京都千代田区霞が関 1-2-3） 

 

４．パネリスト 

   アンドレアス・シュルツ  ドイツ連邦内務省公務員局局長常任代理 

   ジャネット・パラスケバ  イギリス人事委員会委員長 

   稲継裕昭         早稲田大学大学院公共経営研究科教授 

（総合司会） 

 

５．内容・申込方法等 

   別紙のとおり。 

 

 

                                  以  上 

 

問

合

せ

先

人事院事務総局 国際課長     渡邊 直一

          主任国際専門官   増尾 秀樹

電話(03)3581-5311（内線2205)       

(03)3581-5324（直通）   

 



人事院・日本行政学会主催パネル･ディスカッション

ドイツ・イギリスにおける幹部国家公務員人事について

人事院は、ドイツからアンドレアス･シュルツ連邦内務省公務員局局長常任代理を、イギリスから
ジャネット･パラスケバ人事委員会委員長を招聘し、ドイツ及びイギリスにおける幹部国家公務員
の選考過程、政治的中立性の確保及びその運用等に関するパネル・ディスカッションを下記のと
おり開催します。

日時：平成22年11月16日（火） 16：00～19：00 〔受付開始：15：30〕

場所：人事院大会議室（合同庁舎５号館別館 ８階）

パネリスト：
アンドレアス･シュルツ ドイツ連邦内務省公務員局局長常任代理
ジャネット・パラスケバ イギリス人事委員会委員長
稲継裕昭 早稲田大学大学院公共経営研究科教授
（総合司会）

内容：

○ ドイツの中央省庁における幹部職員の選考過程、政治的中立性の確保及
びその運用等に関して （シュルツ局長常任代理）

○ イギリスの中央省庁における幹部職員の選考過程、政治的中立性の確保
及びその運用等に関して （パラスケバ委員長）

○ 会場とパネリストの意見交換等

主催： 人事院、日本行政学会

日本語･英語･ドイツ語の同時通訳付き、参加無料

参加をご希望の方は、平成22年11月９日（火）までに、参加登録用紙に必要事項をご記入の上、
人事院国際課までＦＡＸ（03－3581－5548）でお送りいただくか、又は、所属機関･部署、氏名、電話
番号、E-mailアドレスを明記の上、電子メール（shohei@jinji.go.jp）にてお申し込みください。
（定員１３０名要事前登録）

平成22年10月５日
事務総局国際課

別紙



パネリスト略歴

アンドレアス・シュルツ ドイツ連邦内務省公務員局局長常任代理

フランクフルト大学卒業（法学専攻）
1988年～1990年 連邦行政庁の法律顧問
1990年 連邦内務省入省
シェンゲン協定担当課長、国際警察案件担当課長等を歴任。

2010年９月～ 現職
（連邦人事委員会代理委員就任予定）

ジャネット・パラスケバ イギリス人事委員会委員長

1967年 教員免許取得

1983年 オープン大学卒業
2006年 ブライトン大学名誉博士
2009年 ウスター大学名誉修士
青年司法委員会委員、国立青年庁長官等を歴任。
2006年１月～ 現職

稲継裕昭 早稲田大学大学院公共経営研究科教授

1983年 京都大学法学部卒業、大阪市役所入庁

1996年 姫路獨協大学法学部助教授
2000年 大阪市立大学法学部助教授
2001年 同教授
（2005～2006年 同大学院法学研究科長、法学部長）

2007年 現職

※連邦内務省公務員局は、ドイツ公務員（官吏及び公務被用者）の勤務条件
にかかる法令の立案及び実施を担当する役割を担う。また、公務被用者の
労使交渉に当たっては、使用者代表として協約を締結する。なお、連邦内
務省公務員局長は連邦人事委員会（官吏制度の中立性の確保及び成績
主義の原則の遵守を任務とする）の常任の正委員となっている。

※人事委員会は、イギリス公務員の採用規範の制定・発出、高いレベルの
上級公務員の採用についての承認、各省の採用制度の監査等を行う政
府から独立した組織。委員長及び委員は、上級公務員の採用に当たり、
各省が設置する選考委員会の委員長となる等の役割も担う。



【人事院案内図】
所在地：〒100-8913 東京都千代田区霞が関１－２－３

地下鉄 霞ヶ関駅 最寄出口
・丸ノ内線 B3ab（徒歩4分）
・千代田線 C1（徒歩1分）
・日比谷線 A10（徒歩3分）

参加登録用紙

所属機関･部署

氏名

電話番号

E-mailアドレス

（注）複数の方の参加をご希望される場合には、氏名欄に代表者の方のお名前と人数をご記入
ください。なお、定員超過等の理由により御参加をお断りする場合がございます。その際には、
御記入いただいた連絡先にその旨連絡いたします。

担当：人事院事務総局国際課 増尾、高原
ＴＥＬ：03-3581-5324（直通）
ＦＡＸ：03-3581-5548
E-mail：shohei@jinji.go.jp
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